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夜
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
夕
食
を
済
ま
し
て
宿
舎
に
い
る
と

日
本
人
の
通
訳
が
来
て
「
今
井
が
い
た
ら
出
て
来
い
」
と

言
う
の
で
出
て
行
く
と
「
所
長
が
呼
ん
で
お
る
か
ら
付
い

て
来
い
」
と
言
っ
て
所
長
室
に
連
れ
て
行
か
れ
た
。
所
長

室
に
入
る
と
所
長
が
通
訳
を
通
じ
て
「
明
日
か
ら
所
長
の

当
番
兵
と
し
て
所
長
の
身
辺
の
仕
事
を
せ
よ
」
と
言
う
の

で
驚
き
、
ど
う
し
て
当
番
兵
と
し
て
働
く
の
か
と
尋
ね
る

と
「
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
少
佐
が
三
〇
四
収
容
所
で
ハ
ラ
シ
ョ

ウ
ラ
ボ
ー
タ
（
良
く
働
く
者
）
で
あ
っ
た
と
褒
め
て
い
た

か
ら
当
番
兵
と
し
て
働
い
て
も
ら
う
。
衛
兵
所
に
は
出
入

り
に
つ
い
て
話
を
し
て
お
く
」
と
言
っ
て
く
れ
た
。 

 

翌
日
か
ら
衛
兵
所
の
出
入
は
自
由
に
で
き
て
所
長
宿
舎

の
掃
除
、
洗
濯
、
ペ
ー
チ
カ
焚
き
、
所
長
の
食
事
を
つ
く

る
と
い
う
抑
留
者
に
と
っ
て
は
夢
の
よ
う
な
極
楽
な
仕
事

で
あ
り
、
所
長
は
独
身
で
時
間
の
あ
る
と
き
は
魚
釣
り
、

茸
採
り
等
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た
。 

 

地
獄
の
収
容
所
三
〇
四
で
生
死
を
分
け
る
よ
う
な
生
活

の
中
か
ら
生
き
る
た
め
や
っ
た
こ
と
の
な
い
馬
方
の
仕
事

の
中
に
飛
び
込
ん
で
行
っ
た
た
め
に
馬
方
の
親
方
、
技
術

少
佐
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
、
地
獄
か
ら
極
楽
世
界
に
入

る
こ
と
が
で
き
た
。 

 

昭
和
二
十
三
年
十
一
月
一
日
の
夜
、
中
央
ア
ジ
ア
か
ら

復
員
し
て
来
た
抑
留
者
に
高
砂
丸
の
船
中
か
ら
海
に
放
り

込
ま
れ
そ
う
に
な
っ
た
が
救
っ
て
く
れ
る
人
が
お
り
、
助

か
り
、
翌
十
一
月
二
日
に
無
事
舞
鶴
港
に
上
陸
で
き
た
。 

 

昭
和
二
十
年
八
月
九
日
の
ソ
連
軍
侵
攻
か
ら
舞
鶴
入
港

ま
で
地
獄
・
極
楽
の
抑
留
生
活
で
あ
っ
た
。 

 

【
執
筆
者
の
紹
介
】 
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住 

所 

名
古
屋
市
瑞
穂
区
下
坂
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生
年
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昭
和
元
年
十
二
月
二
十
八
日
名
古
屋
市
生 

 
 
 
 

 
 

れ 

 

昭
和
十
九
年
三
月
名
古
屋
電
気
学
校
を
卒
業 

 

同
年
四
月
関
東
軍
経
理
部
工
務
課
に
技
術
雇
員
（
軍
曹

担
当
官
）
と
し
て
就
職 

 

同
年
五
月
二
十
七
日
に
関
東
軍
経
理
部
東
寧
派
出
所
に

終
戦
ま
で
勤
務 

 

シ
ベ
リ
ア
抑
留
の
後
、
昭
和
二
十
三
年
十
一
月
二
日
に
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舞
鶴
港
に
復
員
。 

 
昭
和
二
十
六
年
国
家
地
方
警
察
巡
査
を
拝
命
、
昭
和
五

十
年
八
月
退
職
、
株
式
会
社
ア
イ
シ
ー
ア
ー
ル
を
設
立
今

日
に
至 

財
団
法
人
全
国
強
制
抑
留
者
協
会
愛
知
県
支
部
発
足
以

来
の
会
員
で
、
長
年
理
事
兼
書
記
と
し
て
支
部
発
展
に
寄

与 

 

更
に
一
昨
年
来
「
愛
知
県
シ
ベ
リ
ア
抑
留
者
祈
念
碑
建

立
之
会
」
の
会
計
と
し
て
、
平
成
十
八
年
五
月
末
に
立
派

に
完
成 

（
愛
知
県 

 
河
村 

広
康
） 

シ
ベ
リ
ア
抑
留
記 

滋
賀
県 

 

小 

松 

藤
次
郎 

 
 

  

海
空
共
に
、
敵
の
制
圏
域
に
入
っ
た
日
本
列
車
の
最
北

端
占
守
島
の
昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）
年
八
月
は
、
毎
日

三
、
四
回
、
ア
メ
リ
カ
空
軍
の
重
爆
機
に
よ
る
高
空
よ
り

の
爆
撃
と
、
八
月
九
日
突
如
宣
戦
布
告
し
た
ソ
連
軍
の
戦

闘
機
に
よ
る
機
銃
掃
射
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
。 

 

片
岡
湾
と
海
軍
飛
行
場
が
よ
く
見
え
る
郡
司
ケ
丘
の
我

が
隊
は
、
三
ヶ
月
前
の
五
月
に
内
地
へ
転
進
し
た
第
六
高

射
砲
隊
の
残
留
、
僅
か
九
人
の
照
空
隊
で
あ
る
。 

 

八
月
十
五
日
昼
過
ぎ
、
第
五
十
一
警
備
隊
本
部
か
ら
帰

隊
さ
れ
た
助
乗
中
尉
か
ら
、
突
然
終
戦
が
伝
達
さ
れ
、
無

条
件
降
伏
を
知
り
、
一
挙
に
奈
落
の
底
に
突
き
落
と
さ
れ

た
思
い
で
、
張
り
詰
め
て
い
た
戦
意
は
も
ろ
く
も
崩
れ
、

た
だ
茫
然
と
す
る
中
、
明
け
て
十
六
日
に
は
、
近
く
の
カ

ム
チ
ャ
ツ
カ
か
ら
、
ソ
連
軍
の
地
上
部
隊
が
、
占
守
北
端

の
国
端
﨑
に
来
襲
、
彼
我
は
終
戦
を
知
り
な
が
ら
戦
闘
状
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態
に
入
り
、
無
益
な
戦
い
は
四
日
間
続
い
た
の
で
あ
る
。 

 
戦
い
の
帰
す
う
は
語
る
べ
く
も
な
く
、
八
月
二
十
二
日
、

三
好
野
飛
行
場
で
武
装
解
除
と
な
っ
た
が
、
そ
の
日
は
ソ

連
軍
の
事
情
で
か
、
夕
刻
に
な
っ
て
中
止
が
伝
え
ら
れ
た
。

こ
の
日
は
朝
か
ら
大
雨
で
全
身
ビ
シ
ョ
濡
れ
に
な
っ
た
日

本
軍
将
兵
の
姿
は
ひ
と
し
お
哀
れ
で
、
見
る
べ
く
も
な
か

っ
た
。
こ
の
光
景
は
翌
日
に
片
岡
空
軍
飛
行
場
で
行
わ
れ

た
痛
恨
の
武
装
解
除
と
共
に
、
今
な
お
眼
底
に
焼
き
つ
い

て
剥
が
れ
な
い
。 

 

そ
れ
か
ら
約
二
カ
月
、
ソ
連
軍
監
視
の
下
で
、
島
内
の

戦
場
整
理
の
苦
役
に
従
事
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
が
、

祖
国
は
い
か
に
と
思
い
を
馳
せ
る
と
き
、
味
わ
っ
た
こ
と

の
無
い
不
安
に
か
ら
れ
、
魂
の
消
え
う
せ
た
消
沈
の
中
で
、

今
後
ど
の
よ
う
な
運
命
が
待
ち
受
け
て
い
る
の
か
と
思
い

を
巡
ら
す
と
き
、
悔
し
さ
に
心
が
う
ず
い
た
。 

 

十
月
十
四
日
つ
い
に
命
令
が
出
た
。
指
定
さ
れ
た
被
服

を
梱
包
し
、
島
の
南
端
に
あ
た
る
長
崎
港
に
向
か
う
こ
と

に
な
っ
た
。 

 

帰
し
て
く
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
と
は
か
な
い
望
を
抱

き
つ
つ
、
そ
の
晩
は
寒
さ
に
震
え
な
が
ら
露
営
し
、
翌
十

五
日
、
ソ
連
貨
物
船
に
乗
船
、
夕
闇
迫
る
こ
ろ
行
先
は
知

ら
さ
れ
な
い
ま
ま
幌
筵
海
峡
を
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
に
向
け
出

港
し
た
。 

 

夜
の
航
海
は
方
向
が
分
か
ら
な
い
。
し
か
し
我
々
日
本

兵
は
私
物
の
磁
石
を
持
っ
て
い
た
の
で
、
幾
人
か
の
仲
間

が
船
の
進
行
方
向
に
疑
問
を
感
じ
ざ
わ
め
き
だ
し
た
。
こ

の
不
穏
な
空
気
を
察
知
し
た
ソ
連
軍
指
揮
官
が
日
本
軍
の

引
率
指
揮
者
に
伝
達
す
る
よ
う
命
じ
た
内
容
は
、
こ
の
船

は
直
接
日
本
に
は
行
か
な
い
、
二
、
三
カ
月
シ
ベ
リ
ア
の

あ
る
所
で
草
刈
り
を
や
っ
て
日
本
か
ら
の
迎
え
を
待
つ
こ

と
に
な
る
。
と
言
う
事
で
あ
っ
た
。 

 

無
条
件
降
伏
と
あ
っ
て
は
、
い
か
ん
と
も
無
し
難
い
苦

悩
を
知
ら
さ
れ
た
。
船
内
の
我
々
は
完
全
な
袋
の
鼠
で
あ

る
。 

 

占
守
島
を
出
て
か
ら
数
時
間
過
ぎ
て
疲
れ
果
て
た
日
本

兵
に
沈
黙
の
時
が
流
れ
る
。
こ
れ
を
見
張
っ
て
い
た
ソ
連

兵
が
ボ
ソ
ボ
ソ
動
き
出
し
、
日
本
兵
が
持
っ
て
い
る
時
計
、

万
年
筆
等
の
略
奪
が
発
生
し
、
一
時
ざ
わ
め
い
た
こ
と
も
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あ
っ
た
。 

 

思
え
ば
ソ
連
軍
は
八
月
九
日
に
日
本
に
対
し
戦
線
を
布

告
し
、
僅
か
十
日
足
ら
ず
の
戦
闘
で
戦
勝
国
の
利
権
を
欲

し
い
ま
ま
に
振
る
舞
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

船
は
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
を
一
路
北
進
を
続
け
三
日
目
に

マ
ガ
ダ
ン
州
の
マ
ガ
ダ
ン
港
に
着
い
た
の
で
あ
っ
た
が
、

こ
れ
か
ら
四
年
間
の
抑
留
生
活
が
待
っ
て
い
た
と
は
誰
も

考
え
ら
れ
な
い
こ
と
だ
っ
た
。 

 

十
月
半
ば
と
言
う
の
に
目
に
入
っ
て
く
る
風
景
は
白
一

色
で
、
海
面
も
氷
片
が
浮
か
ん
で
い
て
風
が
冷
た
い
。
命

ぜ
ら
れ
る
ま
ま
に
順
次
下
船
し
、
背
の
う
を
背
負
い
、
湾

岸
道
路
を
マ
ガ
ダ
ン
市
へ
と
異
様
な
隊
列
は
進
む
。
一
時

間
ば
か
り
歩
い
て
到
着
し
た
の
は
ト
ラ
ン
ジ
ー
ト
バ
ラ
ッ

ク
（
仮
宿
舎
）
で
旅
装
を
解
き
一
夜
を
明
か
す
こ
と
に
な

っ
た
。
我
々
を
迎
え
て
く
れ
た
の
は
お
び
た
だ
し
い
南
京

虫
だ
っ
た
。
入
れ
代
わ
り
仮
泊
す
る
ソ
連
囚
人
の
血
を
吸

っ
て
生
き
て
い
る
ら
し
い
。 

 

翌
十
九
日
は
早
く
も
移
動
が
始
ま
る
。
カ
リ
マ
街
道(

金

山
開
発
道
路)

の
八
十
キ
ロ
付
近
の
沿
線
か
ら
マ
ガ
ダ
ン

市
ま
で
と
、
我
々
海
軍
二
カ
中
隊
は
ポ
ル
ト
収
容
所
へ
と

そ
れ
ぞ
れ
分
散
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

我
々
が
居
住
す
る
こ
と
に
な
っ
た
ポ
ル
ト
収
容
所
は
、

港
の
近
く
の
丘
の
上
に
あ
っ
て
海
岸
道
路
よ
り
約
三
十
メ

ー
ト
ル
ほ
ど
高
い
台
地
に
建
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
収
容

所
へ
通
じ
る
道
は
、
急
勾
配
の
丘
の
斜
面
に
設
け
ら
れ
た

木
製
の
階
段
で
片
側
に
手
摺
が
付
い
て
お
り
、
踏
板
は
雪

に
埋
も
れ
て
い
る
。
昇
り
降
り
は
手
摺
に
す
が
っ
て
一
歩

一
歩
進
む
わ
け
で
、
永
い
冬
中
、
時
に
吹
雪
の
日
の
苦
痛

は
、
終
世
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
体
験
で
あ
る
。 

 

船
内
で
の
作
業
は
建
設
資
材
を
始
め
食
糧
、
燃
料
等
、

お
よ
そ
人
間
生
活
に
必
要
な
物
資
の
す
べ
て
あ
ろ
う
が
、

最
も
苦
痛
だ
っ
た
作
業
は
セ
メ
ン
ト
の
荷
揚
げ
で
あ
る
。

一
応
紙
袋
入
り
だ
が
袋
の
破
損
し
た
物
が
多
く
て
、
狭
く

て
深
い
船
倉
の
底
で
発
生
す
る
粉
塵
は
、
ノ
ー
マ
ス
ク
の

呼
吸
器
官
か
ら
体
内
に
、
ま
た
外
部
は
衣
服
の
隙
間
か
ら

肌
に
と
入
り
込
み
、
特
に
眼
鼻
の
故
障
に
は
正
視
で
き
な

い
も
の
が
あ
っ
た
。
こ
の
様
に
非
衛
生
的
な
状
態
は
作
業

の
終
り
次
第
、
可
能
な
限
り
体
の
清
浄
な
回
復
を
求
め
た
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本
兵
が
持
っ
て
い
る
時
計
、

万
年
筆
等
の
略
奪
が
発
生
し
、
一
時
ざ
わ
め
い
た
こ
と
も
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あ
っ
た
。 

 
思
え
ば
ソ
連
軍
は
八
月
九
日
に
日
本
に
対
し
戦
線
を
布

告
し
、
僅
か
十
日
足
ら
ず
の
戦
闘
で
戦
勝
国
の
利
権
を
欲

し
い
ま
ま
に
振
る
舞
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

船
は
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
を
一
路
北
進
を
続
け
三
日
目
に

マ
ガ
ダ
ン
州
の
マ
ガ
ダ
ン
港
に
着
い
た
の
で
あ
っ
た
が
、

こ
れ
か
ら
四
年
間
の
抑
留
生
活
が
待
っ
て
い
た
と
は
誰
も

考
え
ら
れ
な
い
こ
と
だ
っ
た
。 

 

十
月
半
ば
と
言
う
の
に
目
に
入
っ
て
く
る
風
景
は
白
一

色
で
、
海
面
も
氷
片
が
浮
か
ん
で
い
て
風
が
冷
た
い
。
命

ぜ
ら
れ
る
ま
ま
に
順
次
下
船
し
、
背
の
う
を
背
負
い
、
湾

岸
道
路
を
マ
ガ
ダ
ン
市
へ
と
異
様
な
隊
列
は
進
む
。
一
時

間
ば
か
り
歩
い
て
到
着
し
た
の
は
ト
ラ
ン
ジ
ー
ト
バ
ラ
ッ

ク
（
仮
宿
舎
）
で
旅
装
を
解
き
一
夜
を
明
か
す
こ
と
に
な

っ
た
。
我
々
を
迎
え
て
く
れ
た
の
は
お
び
た
だ
し
い
南
京

虫
だ
っ
た
。
入
れ
代
わ
り
仮
泊
す
る
ソ
連
囚
人
の
血
を
吸

っ
て
生
き
て
い
る
ら
し
い
。 

 

翌
十
九
日
は
早
く
も
移
動
が
始
ま
る
。
カ
リ
マ
街
道(

金

山
開
発
道
路)

の
八
十
キ
ロ
付
近
の
沿
線
か
ら
マ
ガ
ダ
ン

市
ま
で
と
、
我
々
海
軍
二
カ
中
隊
は
ポ
ル
ト
収
容
所
へ
と

そ
れ
ぞ
れ
分
散
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

我
々
が
居
住
す
る
こ
と
に
な
っ
た
ポ
ル
ト
収
容
所
は
、

港
の
近
く
の
丘
の
上
に
あ
っ
て
海
岸
道
路
よ
り
約
三
十
メ

ー
ト
ル
ほ
ど
高
い
台
地
に
建
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
収
容

所
へ
通
じ
る
道
は
、
急
勾
配
の
丘
の
斜
面
に
設
け
ら
れ
た

木
製
の
階
段
で
片
側
に
手
摺
が
付
い
て
お
り
、
踏
板
は
雪

に
埋
も
れ
て
い
る
。
昇
り
降
り
は
手
摺
に
す
が
っ
て
一
歩

一
歩
進
む
わ
け
で
、
永
い
冬
中
、
時
に
吹
雪
の
日
の
苦
痛

は
、
終
世
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
体
験
で
あ
る
。 

 

船
内
で
の
作
業
は
建
設
資
材
を
始
め
食
糧
、
燃
料
等
、

お
よ
そ
人
間
生
活
に
必
要
な
物
資
の
す
べ
て
あ
ろ
う
が
、

最
も
苦
痛
だ
っ
た
作
業
は
セ
メ
ン
ト
の
荷
揚
げ
で
あ
る
。

一
応
紙
袋
入
り
だ
が
袋
の
破
損
し
た
物
が
多
く
て
、
狭
く

て
深
い
船
倉
の
底
で
発
生
す
る
粉
塵
は
、
ノ
ー
マ
ス
ク
の

呼
吸
器
官
か
ら
体
内
に
、
ま
た
外
部
は
衣
服
の
隙
間
か
ら

肌
に
と
入
り
込
み
、
特
に
眼
鼻
の
故
障
に
は
正
視
で
き
な

い
も
の
が
あ
っ
た
。
こ
の
様
に
非
衛
生
的
な
状
態
は
作
業

の
終
り
次
第
、
可
能
な
限
り
体
の
清
浄
な
回
復
を
求
め
た
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い
が
、
収
容
所
に
は
シ
ャ
ワ
ー
等
の
設
備
は
お
ろ
か
、
氷

点
下
で
は
洗
顔
さ
え
も
可
能
な
設
備
は
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。
抑
留
者
に
課
せ
ら
れ
た
強
制
労
働
と
は
言
え
、
人
道

上
許
し
難
い
虐
待
だ
と
思
う
。 

 

船
か
ら
の
荷
揚
作
業
は
十
一
月
下
旬
ま
で
続
い
た
が
、

湾
内
の
結
氷
が
厚
く
な
り
商
船
の
入
港
が
不
可
能
と
な
っ

た
、
し
ば
ら
く
周
辺
の
雑
用
に
使
わ
れ
た
が
、
十
二
月
初

め
カ
リ
マ
街
道
三
十
九
キ
ロ
地
点
の
収
容
所
に
移
動
さ
せ

ら
れ
、
付
近
の
山
林
の
伐
採
を
や
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ

こ
で
の
生
活
は
八
カ
月
ば
か
り
で
七
月
末
に
は
マ
ガ
ダ
ン

の
収
容
所
に
引
上
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
が
、
四
年
間

の
抑
留
中
、
最
も
悲
惨
な
も
の
だ
っ
た
。
も
う
六
十
年
も

昔
の
こ
と
で
も
あ
り
記
録
等
は
も
ち
ろ
ん
一
切
無
し
、
た

だ
こ
の
体
が
覚
え
て
い
る
記
憶
を
た
ど
っ
て
見
る
こ
と
に

す
る
。 

 

零
下
四
〇
度
の
寒
冷
地
で
の
幕
舎
生
活
の
実
態
を
思
い

出
し
て
み
よ
う
。
電
気
設
備
は
一
切
無
し
、
窓
も
無
け
れ

ば
暖
炉
は
二
個
（
ド
ラ
ム
缶
で
薪
を
燃
料
と
す
る
）
。
室
内

の
照
明
は
、
吊
下
用
の
石
油
ラ
ン
プ
が
二
個
、
床
は
土
間

の
ま
ま
、
舎
内
の
中
央
部
を
通
路
に
、
コ
の
字
型
に
棚
が

造
っ
て
あ
っ
て
、
こ
こ
が
居
住
部
分
で
、
百
二
十
人
ば
か

り
入
れ
ら
れ
た
の
だ
か
ら
一
人
当
り
四
十
セ
ン
チ
幅
が
各

人
の
休
息
場
で
あ
る
。
北
緯
六
〇
度
の
地
点
で
は
昼
間
が

六
時
間
と
極
端
に
短
い
。
朝
は
暗
い
中
で
食
事
を
済
ま
し
、

明
る
く
な
る
こ
ろ
、
伐
採
現
場
に
到
着
す
る
よ
う
ラ
ー
ゲ

ル
を
出
発
す
る
の
で
あ
る
。
帰
り
は
午
後
三
時
ご
ろ
に
は

暗
く
な
っ
て
く
る
の
で
労
働
時
間
を
確
保
す
る
に
は
昼
休

み
は
な
く
、
雪
の
中
で
凍
っ
た
黒
パ
ン
を
か
じ
る
の
だ
っ

た
。
暗
く
な
っ
た
雪
道
を
、
と
ぼ
と
ぼ
と
収
容
所
へ
向
う

の
で
あ
る
が
約
一
時
間
は
か
か
っ
た
。
帰
っ
て
き
て
も
暖

か
い
場
所
は
暖
炉
の
回
り
僅
か
な
ス
ペ
ー
ス
の
み
、
咽
を

潤
す
温
水
も
無
い
、
自
分
の
飯
盒
で
雪
を
解
か
す
の
も
日

課
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
こ
の
生
活
で
苦
労
し
た
の
は
手
袋

や
綿
入
れ
、
長
靴
の
破
れ
の
修
繕
で
あ
る
。
暗
い
ラ
ン
プ

の
灯
り
で
は
針
仕
事
が
出
来
な
い
の
で
、
缶
詰
の
空
缶
を

拾
っ
て
、
綿
糸
を
束
ね
て
芯
を
造
り
、
ソ
連
人
が
運
転
す

る
車
両
の
燃
料
（
軽
油
）
を
交
換
で
手
に
入
れ
、
即
製
の

ラ
ン
プ
を
作
っ
て
、
手
許
の
灯
り
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。

 

389 

こ
れ
も
明
日
の
我
が
身
を
守
る
た
め
、
欠
か
す
こ
と
の
出

来
な
い
日
課
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
様
な
原
始
時
代
に

戻
っ
た
よ
う
な
生
活
を
、
百
人
以
上
が
続
け
る
の
だ
か
ら

幕
舎
内
面
に
水
蒸
気
が
付
着
し
て
結
氷
す
る
、
日
ご
と
に

厚
み
を
増
し
て
来
る
（
約
三
セ
ン
チ
）
。
こ
れ
に
ラ
ン
プ
の

油
煙
が
付
着
す
る
。
ま
た
お
互
い
の
衣
服
や
持
ち
物
も
油

煙
で
黒
ず
ん
で
来
る
。
衣
服
は
お
ろ
か
、
体
ま
で
煤
け
て

く
る
が
、
寒
い
の
で
衣
類
を
脱
ぐ
こ
と
が
出
来
ず
、
結
局

五
十
日
ば
か
り
風
呂
に
も
入
れ
ず
髭
も
剃
る
こ
と
も
出
来

な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
非
人
間
的
な
生
活
が
続
け
ば
、

心
身
と
も
に
異
状
が
生
ず
る
こ
と
は
当
然
で
、
約
半
数
の

仲
間
が
マ
ガ
ダ
ン
に
送
還
さ
れ
た
よ
う
だ
っ
た
。 

 

四
月
も
半
ば
を
過
ぎ
る
こ
ろ
に
な
る
と
昼
間
が
長
く
な

り
日
当
り
の
良
い
と
こ
ろ
か
ら
昼
間
は
氷
も
熔
け
出
し
て

く
る
。
そ
う
な
る
と
幕
舎
内
は
大
変
で
あ
る
。
天
井
面
の

氷
か
ら
壁
面
へ
と
熔
け
て
、
煤
も
水
に
融
け
、
薄
墨
色
の

雫
が
所
か
ま
わ
ず
垂
れ
て
、
居
る
場
所
も
無
い
始
末
と
な

る
。 

 

こ
の
よ
う
に
自
然
環
境
の
厳
し
い
中
で
、
苦
難
の
日
が

続
い
た
が
、
七
月
ご
ろ
に
な
っ
て
、
作
業
集
団
と
し
て
の

態
様
を
失
っ
た
の
か
、
残
存
者
一
同
マ
ガ
ダ
ン
の
ラ
ー
ゲ

ル
に
引
上
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

マ
ガ
ダ
ン
収
容
所
で
は
、
仲
間
も
多
く
、
作
業
の
種
類

も
多
面
に
わ
た
り
、
生
活
環
境
も
や
や
改
善
さ
れ
て
い
っ

た
が
、
反
面
作
業
成
績
の
向
上
を
求
め
て
の
締
付
け
は
、

厳
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。 

 

マ
ガ
ダ
ン
で
は
都
市
建
設
作
業
が
多
か
っ
た
が
、
中
で

も
土
工
の
基
盤
で
あ
る
掘
土
に
最
も
苦
し
め
ら
れ
た
。
こ

の
地
域
で
は
永
久
凍
土
と
言
わ
れ
る
も
の
で
、
地
表
か
ら

三
メ
ー
ト
ル
は
凍
っ
て
い
て
、
九
月
上
旬
の
こ
の
地
で
の

高
温
期
に
は
、
表
土
が
約
五
十
セ
ン
チ
溶
け
る
の
み
で
、

以
下
は
永
久
凍
土
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
上
水
道
工
事
は
、

凍
土
の
下
層
に
埋
設
す
る
必
要
が
あ
り
、
当
時
は
機
械
掘

り
は
無
く
、
囚
人
や
俘
虜
に
手
掘
り
で
掘
削
を
や
ら
せ
た

の
で
あ
る
。
道
具
と
し
て
は
槍
の
よ
う
な
鉄
棒
と
ス
コ
ッ

プ
で
か
い
取
る
よ
う
に
作
業
を
進
め
た
の
で
あ
る
が
、
手

袋
に
水
分
が
あ
り
、
鉄
棒
が
零
下
四
〇
度
に
も
冷
え
て
い

る
と
、
瞬
時
接
着
し
て
作
業
の
障
害
と
な
る
の
で
あ
っ
た
。 
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然
で
、
約
半
数
の

仲
間
が
マ
ガ
ダ
ン
に
送
還
さ
れ
た
よ
う
だ
っ
た
。 

 

四
月
も
半
ば
を
過
ぎ
る
こ
ろ
に
な
る
と
昼
間
が
長
く
な

り
日
当
り
の
良
い
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か
ら
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間
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氷
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て
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る
。
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始
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な

る
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こ
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よ
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厳
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で
、
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日
が
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仲
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類
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。
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凍
っ
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の
で
あ
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。
道
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と
し
て
は
槍
の
よ
う
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棒
と
ス
コ
ッ

プ
で
か
い
取
る
よ
う
に
作
業
を
進
め
た
の
で
あ
る
が
、
手

袋
に
水
分
が
あ
り
、
鉄
棒
が
零
下
四
〇
度
に
も
冷
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て
い

る
と
、
瞬
時
接
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業
の
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害
と
な
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の
で
あ
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三
年
目
の
秋
に
な
っ
て
、
陸
海
混
成
で
約
百
人
が
マ
ガ

ダ
ン
市
か
ら
数
キ
ロ
離
れ
た
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
に
面
し
た
ベ

ッ
シ
ョ
ラ
ヤ
に
移
動
さ
せ
ら
れ
た
。
こ
こ
で
は
海
の
結
氷

期
を
狙
っ
て
、
小
湾
内
に
防
波
堤
と
岸
壁
を
造
る
仕
事
で

あ
る
。
工
事
の
概
略
は
海
岸
近
く
の
岩
山
を
爆
砕
し
て
海

に
投
入
す
る
仕
事
だ
が
機
械
力
は
ほ
と
ん
ど
用
い
ず
、
職

人
ら
し
い
者
は
、
丸
太
を
組
合
せ
石
を
投
入
し
て
沈
下
さ

せ
て
壁
を
造
成
す
る
仕
事
を
担
当
す
る
人
達
の
み
で
、
他

は
ダ
ン
ブ
カ
ー
の
運
転
手
と
日
本
兵
の
み
で
推
進
し
て
ゆ

く
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
工
事
の
監
督
は
セ
リ
ゲ
イ
と
言
い
、

こ
の
現
場
に
来
る
ま
で
に
既
に
四
、
五
回
、
同
現
場
で
作

業
に
従
事
し
、
互
い
に
顔
な
じ
み
の
仲
で
、
大
き
な
岩
石

を
適
当
な
大
き
さ
に
破
砕
す
る
ハ
ッ
パ
は
、
作
業
員
を
安

全
な
場
所
に
退
避
さ
せ
、
監
督
と
二
人
で
区
域
を
決
め
、

導
火
線
を
装
備
し
逃
避
の
余
裕
を
見
て
約
二
十
箇
所
ば
か

り
着
火
す
る
危
険
な
仕
事
を
十
数
回
は
こ
な
し
た
記
憶
が

あ
る
。 

 

苦
難
の
思
い
出
は
尽
き
な
い
が
、
こ
の
現
場
も
流
氷
で

一
応
休
止
と
な
り
、
ま
た
マ
ガ
ダ
ン
の
収
容
所
へ
帰
り
、

働
き
易
い
白
夜
の
夏
を
過
ご
し
九
月
末
、
ダ
モ
イ
が
実
現

す
る
こ
と
に
な
り
、
ソ
連
船
で
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
を
南
下
、

宗
谷
海
峡
を
、
左
に
北
海
道
を
見
な
が
ら
、
日
本
海
を
ナ

ホ
ト
カ
へ
…
…
。 

 

日
本
よ
り
の
迎
え
の
船
を
待
っ
て
十
月
三
日
に
、
六
年

前
応
召
し
た
舞
鶴
に
上
陸
し
た
の
で
あ
っ
た
。 

 

思
え
ば
四
年
間
、
苦
難
の
シ
ベ
リ
ア
抑
留
生
活
で
あ
っ

た
が
、
不
思
議
と
命
を
長
ら
え
、
今
月
八
十
七
歳
の
誕
生

日
を
健
康
で
迎
え
る
こ
と
が
出
来
、
感
無
量
。
そ
れ
に
し

て
も
戦
場
と
、
シ
ベ
リ
ア
抑
留
に
よ
っ
て
、
多
く
の
若
き

同
輩
が
命
を
絶
っ
た
こ
と
は
実
に
断
腸
の
思
い
で
、
ご
冥

福
を
祈
る
も
の
で
あ
る
。 

 

【
執
筆
者
の
紹
介
】 

本 

籍 

地 
 

滋
賀
県
犬
上
郡
由
良
町
金
屋 

現 

住 

所 
 

同 

生
年
月
日 

 

大
正
八
年
七
月
二
十
五
日 

学 
 

歴 
 

高
小
卒 

軍 
 

歴 
 

昭
和
十
四
年
四
月 

徴
兵
検
査 

第
一
補 
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昭
和
十
八
年
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二
月 

召
集
令
状
に
よ
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舞
鶴
海
浜
団
に
入
団 

館
山
海
軍
砲
術
学 

 
 
 
 

 
 

校
へ 

 
 
 
 

 
 

昭
和
十
九
年
一
月 

横
須
賀
海
兵
団
を
経 

 
 
 
 

 
 

て
大
湊
海
浜
団
へ 

 
 
 
 

 
 

同 

二
月 

千
島
列
島
北
端
占
守
島
に
上 

 
 
 
 

 
 

陸 

第
五
一
警
備
隊
所
属 

 
 
 
 

 
 

昭
和
二
十
年
八
月
九
日 

ソ
連
参
戦 

 
 
 
 

 
 

同 

八
月
二
十
日 

停
戦 

 
 
 
 

 
 

同 

八
月
二
十
五
日 

ソ
連
軍
に
よ
る
武 

 
 
 
 

 
 

装
解
除 

 
 
 
 

 
 

同 

十
月 

東
シ
ベ
リ
ア
マ
ガ
ダ
ン
に
上 

 
 
 
 

 
 

陸 

 
 
 
 

 
 

昭
和
二
十
四
年
十
月
三
日 

舞
鶴
港
に
上 

 
 
 
 

 
 

陸
帰
還 

（
滋
賀
県 

 

林 
 

憲
一
） 

シ
ベ
リ
ア
抑
留
は
、
私
の
生
き
る
原
点 

愛
媛
県 

 

嵜 

岡 

秀 
夫 

 
 

  
 

一 

現
在
の
私 

 

私
は
、
本
年
五
月
、
満
七
十
八
歳
に
な
り
ま
し
た
。 

 

結
婚
し
て
五
十
一
年
、
二
男
一
女
と
六
人
の
孫
に
恵
ま

れ
、
夫
婦
揃
っ
て
元
気
で
幸
せ
な
毎
日
に
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。 

 

シ
ベ
リ
ア
抑
留
か
ら
帰
還
し
、
い
ろ
い
ろ
な
職
業
を
経

験
し
た
後
、
生
き
る
た
め
に
創
業
し
た
金
融
業
で
五
十
三

年
。
そ
れ
を
天
職
と
し
て
会
社
を
設
立
し
て
か
ら
四
十
七

年
、
会
社
は
、
グ
ル
ー
プ
を
合
わ
せ
る
と
社
員
数
約
千
四

百
人
、
株
式
を
東
証
な
ら
び
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
証
券
取
引

所
に
上
場
す
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。 

 

我
が
Ｎ
Ｉ
Ｓ
グ
ル
ー
プ
株
式
会
社
の
目
標
は
、
近
い
将

来
「
我
が
国
中
小
企
業
金
融
分
野
で
、
業
界
ナ
ン
バ
ー
一

の
業
績
と
社
会
的
信
用
を
構
築
し
て
、
本
物
の
ノ
ン
バ
ン

ク
に
な
る
こ
と
」
で
す
。
我
が
社
は
、
更
に
一
昨
年
七
月
、
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